
■ 例会日 第３火曜日 13:00～15:00 ■会場  日本キリスト教団 浅草教会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４９月在籍者 9 月出席者 出席率 ＢＦ等ポイント ニコニコボックス 

 

会  員   7 名 

広義会員   4 名 

 

合  計    11 名 

会  員  6 名 

広義会員  0 名 

メネット 

ビジター 

ゲスト    名 

合  計    6 名 

54％ 

メイクアップ 

      名 

月修正出席率 

      ％ 

月分 

切手    0ℊ 

現金    0 円 

本年度累計 

切手    0ℊ 

現金    0 円 

9 月分 

 

5,000円 

本年度累計 

   38,000 円 

会員協議会では前期の反省と今後の運営について

協議した。 

① 例会は第 3 水曜日 14 時から 15 時半。     

但し 10 月は興望館での例会とし後日打診の 

結果、10 月 20 日（木）と決定。 

② 会費について 正会員 3 万円とする。 

③ 10 月興望館  11 月磯部会長の卓話  

12 月クリスマス礼拝  2 月清泉 Y 報告？  

6 月会員協議会 

その他の月は 40 周年記念誌を見ながら受け持

った個所について話をしながら楽しく過ごすこ

ととする。 

熊沢佳代担当主事の YMCA 関連の報告があり、

YMCA の歌のあと村杉副会長の閉会点鍾で終了。 

出席者：磯部・幸子、神谷、熊沢、小仁、村杉 

「第 600 回 9 月例会報告」  神谷邦子 

日時：2022 年 9 月 21 日（水）14：00～16：00 

場所：日本基督教団浅草教会 

内容：会員協議会、主事交代、YMCA ニュース 

コロナ禍の影響で 3 カ月振りであったのと、  

第 600 回という節目の例会で少し緊張感のある

開会となった。2 年にわたる村杉一榮会長から磯

部成文会長へバトンタッチされてようやく開催す

ることができた喜びであふれていた。会長の開会

点鍾で始まりワイズソング、お祈りのあとニコニ

コでは中止となった間の出来事や状況を披露しあ

い心配したり同情したり…。 

第 601 回 10 月例会プログラム 

日 時：2022 年 10 月 20 日（木）14：00～16：00   

場 所：興望館（墨田区京島 1-11-6）                         

内 容：卓話「興望館の近況と今後」       

（卓話者）野原館長をはじめ職員の皆様       

石垣真由子（給食部）、須田よし子（保育部）、   

内海健太郎（地域活動部） 

・ハッピーバースデー              
金 聖愛 9/30 
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１．バングラデシュ YMCA 同盟より要請を受け、 
ビリシリ豪雨洪水被災者救援支援として、   
7 月末に国際協力募から約 7,000 ドルを送金し
た。現地スタッフを通して、500 人の被害者へ
の支援物資が届けられた。 

２．第 25 回会員芸術祭は、東京 YMCA の HP 上に
作品を掲載するオンライン方式で開催。会員、
職員、児童館や学童クラブの子どもたち、高等
学院の生徒等から作品が寄せられた。作品数は
91 点、9 月末にて掲載を終える。 

３．夏季プログラムは 6 つの宿泊キャンプの他、デ
イキャンプや水泳、語学スクール等、感染対策
の上実施した。フレンドシップファンドによる
参加費補助により、9 人が参加した。 

 【今後の予定など】 

・毎月 1 日に実施している「早天祈祷会」は今年の 10 月
で 100 年を迎える。記念として斎藤實氏を迎え、資料
室に保管されている写真を見ながら、昔の様子を振り
返る。 

・第 36 回インターナショナル・チャリティーラン     
アプリを使ったオンライン形式で開催される。    
個人参加：10/15～10/22 チーム参加：10/22～10/30 

・ウクライナ緊急支援チャリティーコンサート        
日本基督教団霊南坂教会にて開催される。日程：10/28 

 

東京北ワイズ担当主事：熊沢佳代 

 

東京北クラブ 40 周年記念誌を送付して 

多くの先輩や旧会員、その他関係の

方々からお礼状が届きました。            

その中でも特に歩みを共にしながら、    

ご縁の深かった社会福祉法人興望館の    

野原健治館長から頂いた礼状をご紹介

させていただきます。 

 

＊＊＊興望館便り＊＊＊ 

～興望館の新しい日常～ 

社会福祉法人興望館 萱村竜馬 

コロナの影響で日常が様変わりしてずいぶ

ん経ちました。当たり前が当たり前でなく

なり一つひとつの活動の意味を考えまし

た。こうぼうかんデーのような行事、日々

の活動、保護者や地域の方々との協働。そ

の根本に何があるのか。興望館は地域のな

かに存在していること。その地域から社会

をつくること。いよいよ社会が動き出した

感があります。コロナによって与えられた

時間で興望館を見つめ直したことを生かし

ていきます。 

 


